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当院のパス事務局の活動状況 

～事務職としてできること～ 
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はじめに 

 岡山市立市民病院は、中国5県の1つ岡山県

の岡山市中心街より西約3キロ地点に位置して

いる公立病院で、概要においては、2021年度

実績で紹介すると、病床数400床、平均在院日

数13.4日、クリニカルパス(以下、パス)作成

数265件、パス適用率59.0％となっている。 

 当院では、2019年3月末日までパス委員会と

して院内で活動してきたが、パス委員会の活

動が活発なことについて病院上層部から評価

され、パスは病院の生命線をスローガンに、

2019年4月より、入退院管理支援センター内に

パス開発支援担当という、院内の1組織体とし

て新たに産声を上げることとなった。その組

織体の事務的活動について今回報告する。 

 

 

パス委員会時代の活動 

 組織構成は、医師9名(内科系3名、外科系3

名、感覚器系3名)、看護師15名(各部署)、薬

剤師1名、理学療法士1名、管理栄養士1名、事

務職員7名(医事課1名、システム課1名、入退

院管理支援センター1名、診療情報管理室4名)

計8職種34名であり、事務局の活動内容は、大

きく分類して①新規・改訂パスの作成支援と

事務的監査、②新人・中途採用者への研修、

③医師事務作業補助者への代行入力支援、④

院内外へのパス大会の企画と運営、⑤各種統

計資料の作成と報告の計5項目であった。 

 

 

 

1)岡山市立市民病院 入退院支援センター医事課 

2)岡山市立市民病院 情報システム課 

3)岡山市立市民病院 循環器内科 

〒700-8557 岡山市北区北長瀬表町3-20-1 

スローガンの詳細内容 

 パスは病院の生命線は、①チーム医療によ

る質と患者満足度の向上、②適正で精度の高

い診療記録、③病院経営戦略を支えるパス分

析、④教育体制の4つの項目から成り立ってい

る(図1)。 

 

 

パス開発支援担当の活動 

 組織構成は、医師4名(内科系2名、外科系2

名)、看護師5名、薬剤師1名、検査技師1名、

放射線技師1名、事務職員5名(医事課4名、情

報システム課1名)計6職種17名であり、事務局

の活動内容は、パス委員会時代からの活動内

容5項目に、①病院経営戦略を支えるパス分

析、②パス大会の広報活動、③適正な診療記

載への整備が業務強化項目として加わった。 

 

 

事務局の所管とその役割 

 事務局の所管は、当院では医事課に配置し

ているが、パスを担当している5名は、それぞ

れが医事課や情報システム課の様々な業務と

兼務して運営を行なっている。また、業務強

化項目として加わった3つの項目を含めて整理

し、①新規・改訂パスの作成支援と事務的監

査、②パス大会の企画・運営および広報、③

病院経営戦略を支えるパス分析、④教育指導

およびその他の計4つに大きく再分類した。 

 まず、①新規・改訂パスの作成支援と事務

的監査では、作成支援事項と監査事項の2項に

分け、前者は、パス作成や改訂操作に関する

質問、DPC期間に関する質問等が挙げられ、そ

れらに対して回答する。後者は、各診療科な

らびに各病棟から申請されてきた内容につい

て、BOM(Basic Outcome Master)に沿った内容 
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図1 スローガン内容 

 

が選択されているか、褥瘡や転倒転落等の必

要最低限の文書が組み込まれているかを確認

している。②パス大会の企画・運用および広

報では、企画・運用事項と広報事項の2項に分

け、前者は、パス大会開催に必要な開催方法

の提案、会場・機材整備、院内外との現場調

整が挙げられ、当院では院内パス大会を年間4

回、院外に向けた公開パス大会を年間1回の計

5回のパス大会を開催している(図2)。後者

は、院内各所にある掲示板の内容作成、パス 

 

 

 

開発支援担当専用ホームページの更新が主と

なっている。③病院経営戦略を支えるパス分

析では、新規・改訂パスの作成支援と多少重

なる部分があるが、診療報酬的に追加すべき

項目の提案、他施設比較(ベンチマーク)が主

となっている。また、分析するにあたり、当

院はヒラソル(株式会社girasol、東京)を採用

しており、具体的な分析手順としては、まず

分析対象期間を定め、その対象期間の退院患

者からDPCコードとパス適用患者を紐づけ、さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 パス大会の企画・運用 
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らにパス適用患者から最も使用頻度の高いDPC

コードを抽出する。そこから、DPCコード別に

定められた期間日数とパスの設定期間と比較

し、作成しているパスの設定期間が本来妥当

なものなのか否かを検証し評価している。ま

た、算定実績に基づいて、現在作成されてい

るパス内容と比較を行ったり、他施設の算定

実績と当院のパス内容との比較を行ったり

と、診療報酬改定の2年ごとにすべてのパスを

見直し評価を行っている(図3)。評価のフィー

ドバックに関しては、各診療科長および各診

療科のパス作成に携わっている担当医師へ行

っている。④教育指導およびその他では、教

育指導事項と統計その他の2項に分け、前者

は、新人・中途採用者へ向けてのパス操作研

修、医師事務作業補助者へ向けてのパス操作

研修、医師ならびに看護師にパス中止および

終了の操作教育等が挙げられる。後者は、院

内外に向けての統計結果報告、予算要求、パ

ス会議(準備を含む)等が主となっている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 クリニカルパス分析 

 

 このように、①～④までの業務をさらに細

かく細分化してみると、計62項目にも上り、

パス開発支援担当の組織内において、横断的

組織の根幹を担っているといえる。 

 

 

考察・結論 

 委員会から1組織体になったことで、活動内

容も院内でより明確となった。パスに携わる

事務職は、診療ガイドラインや看護ケア、算

定そしてシステム等、幅広い領域の仕組みが

理解できるようになり、それぞれの専門的な

テクニカルな部分、多職種と業務を進めてい

く上で、交渉や調整、指導などといったヒュ

ーマン的な部分の2つのスキルが身につけるこ 

 

とが出来ると推測する。また、事務職が5名も 

いることで、お互いの業務も補助することが

可能で、処理精度や効率もよくなった。パス

に携わる事務職は、事務としての領域を超

え、特殊な事務職員ではないかと考える。 

 今後ますます医療の質の向上や経営戦略等

のニーズが強まり、よりPDCAサークルを巡回

させるようになった時、その土台として迅速

でかつ順応に対応してゆく所存である。 
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